
2012-11 

 

 
 

資生堂、新サンケア指数「ＰＡA E++++ E

フォープラス

A」の紫外線防御効果を持つ日やけ止めを発売 
～より高い紫外線Ａ波※1防御効果を求めるお客さまニーズに対応～ 

 
資生堂は、より高い紫外線Ａ波※1 の防御効果を求めるお客さまニーズに対応し、新サンケ

ア指数「ＰＡ++++」の紫外線Ａ波※1の防御効果を高めたサンスクリーンを発売します。 

現在 12 年連続売上シェア NO.1※2 のサンスクリーンブランド「アネッサ」の中味強化およ

び外装変更を実施し、2013 年 2 月 21 日（木）より発売します。今後は他のブランドでも「Ｐ

Ａ++++」表示のサンスクリーン剤を順次発売します。なお、既存ブランドの一部サンスクリ

ーンにおいては、現行の商品のまま「ＰＡ++++」表示が認められたものもあり、2013 年 1 月

上旬店頭出荷分より順次「ＰＡ++++」表示に切り替えていきます。 

 

表示拡大の背景 

2013 年 1 月より、日本化粧品工業連合会により国内サンケア商品の日やけ止め効果表示「Ｐ

Ａ値」の基準が拡大されることになり、現行では 3段階の「+」で表示している紫外線防御効

果の度合いが、4段階まで認められることになりました。 
その背景には、紫外線Ａ波※1 の有害性に対するお客さま認知が拡大し、より高い防御効果

を持った日やけ止めが求められるようになったことがあげられます。 

 

U化粧品の紫外線防止効果を示すのが、ＳＰＦの数値とＰＡです。 

①ＳＰＦとは・・・紫外線Ｂ波※1 を防ぐ効果を表す数値。ＳＰＦ＝Sun Protection Factor の略。ＳＰＦ数値

が高いほど肌が赤くなるのを防ぐ効果が高いという目安を示している。50 が最大。日本化

粧品工業連合会の「ＳＰＦ測定法基準」に基づき、ＳＰＦが 50 より有意に高い場合には、

「ＳＰＦ50＋」と表示されている。 

②ＰＡとは・・・紫外線Ａ波※1を防ぐ効果を表す目安。現行基準では 3 段階に区分され、効果の度合いを「＋」

で表示している。2013 年 1 月より、4段階まで基準が拡大される。 

※1）紫外線Ａ波（ＵＶ－Ａ）：雲や窓ガラスも通過して肌に影響を及ぼす、「生活紫外線」とも呼ばれ、すぐに肌を黒くし、

しわやたるみの原因にもなる。日常で浴びる紫外線の約 9割は紫外線Ａ波。 

紫外線Ｂ波（ＵＶ－Ｂ）：肌に強く作用し、赤く炎症を起こし、しみ、しわなどの原因となる。「レジャー紫外線」と

も呼ばれる。 

※2）インテージ SRI 日やけ止め市場 データ期間：2000 年 11 月～2012 年 10 月 アネッサ累計（金額シェア） 

 

 

 

 



当社の紫外線研究の歴史 

当社は、90 年以上前から紫外線研究に取り組んでおり、1923 年に日本初の日やけ止め「ウ

ビオリン」を発売しました。また、1972 年に国際シンポジウム「光と皮膚のセミナー」を主

催し、紫外線の肌への悪影響について発表しています。さらに 1980 年には、国内で初めてＳ

ＰＦ表示に着手するとともに、1986 年には紫外線Ａ波※1防止効果表示をスタートし、科学的

検証に基づく事実を正確に捉え、お客さまに的確に情報提供を行ってまいりました。このよ

うな長年の取り組みにより、現行品においても新基準「ＰＡ++++」表示が可能となっていま

す。 
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資生堂の紫外線研究開発の歩み

 

 

資生堂のサンスクリーン剤に対する考え方 

資生堂では、すべての UV ケア商品設計において、紫外線防御効果が確かであるという機能

面のみならず、日常的に使える安全性、更には塗布中の感触のよさや塗布のしやすさ等心地

よく使えるという使用性を強く意識をして設計しています。これらをすべて兼ね備える UV ケ

ア商品の技術面では、紫外線防御効果を支える独自の高機能 UV 散乱剤の開発及びそのバリエ

ーションと製剤化技術、的確な肌状態や正確な塗布状態の計測技術や可視化技術による独自

の評価法を確立しており、長年の研究成果により優位性を保っています。 

紫外線の影響を気にするすべての方に対し、自らの行動を制限するのではなく、太陽の下

で、自由に健康的に活発に活動してもらいたいという想いを込めて、日々、紫外線研究にお

いて、技術開発、製品開発を研鑽しています。 
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